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　前回は，GPSモジュールが使えるようにLinuxの設
定を行いました．今回は，前回行った設定と，GPS
データから現在位置の地図を表示するアプリケーショ
ンFoxtrotGPS（3）がインストールされたLinux「GPS
版Linux」を作成します．
　今回で，LinuxにGPSがつながります．GPSのデー
タを使用して現在位置の地図を表示するなど，デバイ
スのリアルタイムなデータとリッチな画面周りを同時
に利用できると，ラズベリー・パイの利用の可能性が
さらに広がることと思います（図1）．

GPSに対応させる

● ステップ1：パッケージのダウンロード
　FoxtrotGPSのパッケージはmeta-oeレイヤに含ま
れています．meta-oeはmeta-openembeddedという
Gitのリポジトリに含まれているので，次のコマンド
でダウンロードします．
$ cd poky
$ git clone git://git.openembedded.
org/meta-openembedded -b krogoth
　-b krogothによりkrogothブランチ注1を指定し
てダウンロードしています．

● ステップ2：BitBakeの設定
　meta-oeをBitBakeのビルド対象に設定します．ま
ずはBitBake関連のコマンドを実行できるように環境
変数を設定します．
$ source poky/oe-init-build-env
　buildディレクトリに移動されるので，次のコマ
ンドを実行します．
$ bitbake-layers add-layers ../
poky/meta-openembedded/meta-oe
　次にlocal.confにリスト1の内容を追加します．

● ステップ3：GPS設定用レイヤの作成
　FoxtrotGPSは，GPSデータの取得にgpsdという
デーモン・プログラムを使用します．
　GPSデバイスは/dev/ttyS0ですが，gpsdの初
期状態ではどのGPSを使用するか設定されていないの
で，手動で設定する必要があります．そこでBitBake
時点でgpsdが/dev/ttyS0をGPSデバイスとして
使用できるようにするためのレイヤを作成します．
　リスト2の通り，/gpsd-defaultを作成します．
　buildディレクトリで次の手順を実施しmeta-

注1：本稿で説明する方法はkrogothブランチを前提にしている．
masterブランチやmortyブランチでは，本稿の説明通り
では動かない（前回コラム参照）．

リスト1　GPS版Linuxを作るための設定

# Enable UART and fixing core freq to 250MHz
ENABLE_UART = "1"
CORE_FREQ = "250"

# Avoid use to serial console in order to using  
 UART for connect to DEVICE
SERIAL_CONSOLE_remove = "115200 ttyS0"

# Modify serial configuration at kernel boot
CMDLINE_remove = " console=serial0,115200"
CMDLINE_append = " console=serial0,9600n81"

# FoxtrotGPS
PNBLACKLIST[foxtrotgps] = ""
DEPENDS_remove_pn-foxtrotgps = " bluez4"
IMAGE_INSTALL_append = " foxtrotgps"

UART
の有効化

シリアル・コンソール
の無効化

UARTのポート設定

Foxtrot 
GPSの追加図1　地図アプリFoxtrotGPS…起動すると初期画面でヨーロッパ

が表示される

Raspberry Pi2  LIFE

第1回　ラズパイ用最小Linuxを作る（2016年12月号）
第2回　Windows上でLinuxを作れる仮想PCの準備（2017年1月号）
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